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九州大学七 l五年史の制集 執筆を顧みて

柄附大手:の年史編纂について

九州大学大字文平1館委貝会名詩

九州^苧'Jc字文容j自名簿
受贈図書一党

大学文明館H誌抄録

(1986年)

九州大学は九州帝同大学が設置された明記i44ijo(J911)を削!日トとLているa日rl布161年(1後渇)は削古iS周今にあたり、

5月に記念式典が挙行された。この叫の記念引主は他に 「九州大学75年史lの編集が1なものをあったが、工学部

はluJ宇部自体でも記念事業を行った。その つが [学部記念陛凶の培技である。庭出は]科大手Iii.初の建物であるZ

学祁事務長跡に約 られたa設計富は創立Ji十周年記念講立 (町和42年竣 L)と阿じく、 坦器苧科の光吉健次教授で、

同講堂との調相を丙~t'f..して訪日| 両日世が行われ ている (町制61年 2月元成)。写真は珪品当時の!学部削立75周年

記念区間の線子である。

r r"t部削立75副作記念庇闘」



九州大学七十五年史の編集 ・執筆を顧みて

11' 

た。小吾員会は事洋華民長以f."馬FJt文学部助
教綬をはじめ若干の助教授を111.(.・に構成され.

tl冗年史の具体的な編集方針を検討するなど年

~編躯を1:噂 L た。

7 fJの第 3 凶嗣奥~H会において、 「九州k学

t卜b:5f-~J を辿~ 史料制等兵品の3部情岨

とすることが晶認され、まず、昭和61.11'.(19剖)

5月10日の創立七 i百周年記念式典に向けて45口
県を刊行することになった。 北海道大~;など他k

学ではサでに立派な写真県がI~ されていたが.九

州大宇が与i:t~集を編集するのは初めてのことであ

り、どこにどのような写真があるのかを調べると

ころから始時辛ければならなかった。学内だけで

なく、世股教職n、卒業生に写真の提供をμ、く呼
び掛け 新聞社主どへも出かけて写真由収抱を

行った。写真集の編fuはまったく未経験であった

が 写真に詳しい生物環棟調節セノターの臼口弘

境教授に写真の見方や扱い方を教えていただき、

なんとか記念式典に合わせて、 『写点-!f~ 九州k

学史 1911-19師』を刊行することができた。写

真の前11刊さや近現代史における写真の歴史資料と

しての価値キ可能性について考させられる貴Eな
縦監主となった。

可真集に止いで史料編を編叫することになり

史料の収集を本格的に附舶Lた。 五十年史といl
峨、基本となる評議会。教般会資料の桜写から取

りかかったが、五十:ír~~とに比べて対担とする期間

は半分の25年間であったにもかかわらず、部局の
m;m:や会議官李1'"増加のため 史料の訟はその数
fì~から十数倍に遣し、マイクロカメラをf古川して

もその複写に予惣以上の時川を裂した。

また 附和61年(ゆ86)ほからこの頃尖刷化さ

れはじめたパソコンを編集笥で使川するように

なった。パソコンはのちに大きな威}Jを暗障する

ことになるが、導入当初jは大祉の史料をどのよう

に入力、整理すればいいのか戸惑うニとが多かっ

た。パソコンをはじめコピー機やリーダープリン

ターなど、制盤作諜にさまさ'まな機加を利則する

ようになったのも七十五{J'.IJ.!のi..;， きな特徴であっ
・，

~。
出料!j!は、九州大プーで初めて端叫することもあ

多柴

2 

九州大学は今年創立l∞同年を迎え、記念r.棋

の一環と Lて百年史の編晶が計画され、すでに何

年史編集室も設置されて刊行に向けての具体的主

作震が進んでいるとのことである。

七 I'.u年史は、昭和59<1'(]9&!) 1111に九州太

子fi1W七十王周年記念事業昔日会が設世され、
その事業の っと Lて午史の編拡が剖附された

ことに始まる。翌日目布160年3月の革l伊l九州大学

七卜五年史編集委貝金で帯洋文宇部教授が委tl長

に選11¥され 5 11 1日に九州大学ヒ十五年史編聾

唱が股世されて、全 '~?i盟ltI定H講師の私と折田悦

郎助手が編集を担当することになった。

編』品室は旧法文学部の階段教引の2階部分に世

かれた。階段教室はこの辿物で一昨大きな教当で

編集唱としてのスペースは十分にあったが、法文

系学部移転f廷に使用していた生産科ザー研究所と応
用力学研究所が筑黛キャンパスに移転してからは

長〈使われておらず.建物全体がH大な崎の巣と

化していた。このため天井磁に椛み tがった大量

の鳩町草を掃除することから始めなければならな

かった。もちろんコピ 機伊マイクロカメラなど

の機~~もなかったが枇口ιはこれらの機掠も披

備され、 10月には事務補杭白もJ軍用し、資料整理
のための学生アルパイトも脳川できるようになっ

て、本格的な活動が可能となった回

編集室が設世されて半111去の51116日に第l包l

小委員会が開催され ヒ十五年史の構成を通史

史料編 写真集の3剖l榊成とすることが了象され

『九州大q:.仁l五勾史j全5.&(附拘16l年~平成41"1'.)
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り 九州帝国大学の創設耐から昭和61年5月まで

の閃係史料を収録することになった。また 覧

や統計は年表と ともに別品と Lて、通史と同時に

干'1行「る ことになった。附官、する史料は膨大であ
り、ニれを2巷といっ限られた頁数のなかにどの

ように収めるかは大きな川越であったが、l告は

耐岡高の医学教育機関である抗生館から第二次世

伴大靴下町九州帝国大学時代まで、下巷はi世戟f主

の九州J、子からnH有16i<1までの史料を収めること
とL 平成冗年 (1989)5)jに 『九州大学七|冗

年世 史料編I上、下避を刊行した。史料編を刊
行した翌年の平成2年3月に海洋委員長が定今 で

辺両され 4月から松 卜4:則経済学部教長が苦11
品に就任された。

通!とについては、 H日制36年 5 月から U~柑61年

5月までの25年間を対量とすることは決まってい

たが、それ以前をどのようにするか仁ついてはす

くには占封が決ま均なかった。五十年並:を復刻す

るという案や五十年世をダインヱストするという

事などが出されたが お古川 和JiI.前史から新制九

州大ょが完成する附剰130.1ド耳目までを、「序端、九

州市同大学時代Jr部一編、新wlJjL州太字の骨j泣」
とLて、五十年史を要約する形で叙ifL 昭和30

年代以降は、「帯二稿、高度経済成長と九州大学

的発出Jとして七十五勾史に再構成して組み込む
ことになった。 したがって、七十五年世と Lて

は 「第二編、高低経済成長と九州太三井町珪展」

時間l的には昭和30午前{まから本格的な叙述が始ま

るmになった。
辿史の具体的な内りについては 小委n会でm
日高を検討L、前終的な州、仰は編集委貝を-;)jjじて

"問~k~jで検討 Lてもらい添誌を得た。
昭和361f(1961)から昭和61年までのあ年間に
おいて、九州k学だけでな〈全国町大学にとって

大きな出来事は大学紛争であった。当時は紛争か

らまだそれほと時間!も経っておらず、日々刻々と

変わる k~11t時の状況をさまざまな史料を突き合わ

せながり再現L、 その {~);(や影響についても叙述

が並ぶように努めた。また、1i.十年史では年前編

という形で部局出が刊行されていたが、七十五年

Uとでは部J"，jTは編纂Lないことになったので、部

局についてもある将度詳L<叙述するように害時
た。

日1)::&については折m助手が担当し、「第一部、
~ZJ I前二割仁 統計H加工郎、年i<Jの3剖11ニ

汁けて、主要人ポ一位、 》内 \:.12組~'I一定、施設

分布同教職H数、学生生徒数、経費なと 福岡
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九州大学創立15悶斗記念'l/f(.iJl!(附利わ61#-)
Uへ例，Ui.-j周今 "念揖棋押ワイエ 前例才，(ilif'I'憾暗度予μ

医科よ字以来の九州大学的拡礎的なデ タを梢縦

的に収録した。『九州大学七1五'1虫 通史Jr九
州k:'i七十五年出 別巻jは、史料補刊行から3
年後の平成4年 (992)3月に刊行した。

このよ うに ヒ 1-71.年史柑U~5f_ は、 昭和60'1

(1985)からすl'此4'J'(1992)までの7年間にτ
点能 i 冊、 '!è料編 2 冊、 通 I~l 仙、 別巻 i 冊を刊

行したが、年史編*1立111に年吏を刊行すればそれ

で終わりというものではなく 、誕生の過程で収施

した史料をどのように保存L、それをどのよヴに

次の年世編集に繋げていくかという課題を抱えて

いる。五十年史の編集終「時にも、執筆者の川添

附二講師 (現九州よ学名嘗教授)が大宇史料の恒

常的収集 保存の必要性を訴えられたが、このと

きはその問題について十分に柏討されるこ とはな

かった。

そこで 平成2'1' (19尾治)5 H31日の前21凶稲

県小委日会において、 九州大干の史料の収集

鞍珂1 保存について検討するためのワ キノググ

ループを小委員会じ設世することが了本きれワー

キンググループを中也、に検討が進められた。 そし

て、平成 3'1' (19911 41119目的出血ll!:!l小委員

会に、ワ ーキ/ググループの報告型「九州大学~

料の収集保存について 九州大学史料室設置の

舵[JーJおよび 「九州A:'jf:7S:ij史編集室ヱ買収出
町料fa目録jが提出され 5月の第11恒l編集控j.1

会を経て、6月18円のIJ!晶吾H会で草認された。7

月9日には喜良一事業畳員長よりi九橋良干学艮へ

太守:史料五設世の要望容が提出され、平成4年

(1992) 1月24J-Iの肝税金において 「九州大..{~史

料収集保再に附する益H会規IJlIJが制定された。
これによって、九州大宇七|五年史編集五は編耕

事推終了と同時に九州λ:;;.;:~料曜に改組されるこ



とになったのである。

史科の収集整理保存についての検討は、通

史 別巻町原稿を執ro:Lながらの活動と企った

が、編掠耶業力主幹了してからでは史料に対する学

内の関心も簿オl. これを検肘する組織もゼロから

立ち上げなければな均ず、どうしても編革期間中

ιJi針を出す必要があった.通史・別巻町臨稿執
f程という点からは状況は厳しかったが、これを同

時に行えたからこそ、史料の収集 保存も含めた

1i'史編拙という大きな目的を逮成しえたのではな

いかと思う。

九州大学史料室は、その後九州大学大学史料五

となり、さらに九州大学大学主性館へと発展L、

平成お年(却III4)1に{ι 「公文tpaトの管理にI叫

する法11リに基づくrJ叫占公文曾郎専Jの施設と
して内i田総瑚 λ;臣の指定を受け、大一兵士~I~の保存

機1閣に桁定されたのは誠に喜ばしいかぎりであ
る。

七-Ui.'1'史は五十年史と斤ゴl'史との幣ぎとして
編集されたものであったが、主十1i'史編臨時と

ヒ十五年史輔鼎時とでは、点字自体も大学を取り

:&<社会情勢も編耳事曹を取り巷〈環境も大きく

変わっていた。 七十五年史と何年史もそれ以上に

).;~<置わっていることと思う . こうした蛮fbに

柔軟に対16し‘両年史が本物的な大学史として編

!IlされることをJUI侍したいa
cl<崎大学絡部学部教民)

福岡大学の年史編纂について

制岡大学の年史編纂事!Ii

悩岡大学は昭和9 (934) 年に!，1f. I"J~t校令によ

り福岡高等商業学校を511始として綾立された。昭

和剖 (959)年、創世25同年事曹として最初Jの均

史「縮聞大学25'1一世J(会I1.!:A5版398百}を刊
行した。編事委員長は守長の今村有。編暮方針

は、 r1正確な111本官科を整理収品L、これを文
r，tで継ぐ。2年代的に学校名を表示Lて内容を
盛るo 3.1剖昔、町人たちに拙まってもらって座該

告を附く。J(25周年開帳綴胤文)とした。執f在は
烏県時雄(事務局長).w:田隆IX郎(事務長) 池

田和i!;r.l1(法人事務所長)が担当。

11[1栴144(]969) '1'.創立35凶年事聾の環で
「悩I.j大学3o年虫J(企l巷A5版937頁)を刊行
Lた.編暮委員長は学民のiUJ原IlJr.l1。編事11多l
は、 r1奇観的に協同大学的伝統に沿って記述L
たo 2宇都学科、太子詐院の増設.教授陣の充実‘

教育研究胞設の舷充 午生数円増加 教#研究

の成果、など。J(35年史時行閃係¥!I煩原文)と L
た。執岱は守山民街(耐Rl・J[:西U本新11円記者)。

創立50周年事業では附和5909制)'1から10163

(988)年にかけて「楠岡).;?50年史J(令4世
A5版. 1 巷1.252Xi、 2:&8お頁. 3巷708ft.4 
巷5431n を刊行した。 制幕張IH~は乍長田伊東

藤本俊史

正則 (-富野成二)。 緬暮方針は、各学部、付属

機関、事務局、附属校、学友会、同窓会などから

執哉された眼前をもとに作成した。その他、地元

町新聞を資料として使用した.

以上の編耳された揃岡k学0).'1一史は「在備な世
科」に革づいて「客観的」に銅器されるょっに方

針としては掲げられていたが.何をもって[正障

な」とするのか、何が「寄観的Jなのか、 75年!と
編轟をしながら改めて鋭み直すと伐企ながら統み

取ることが縫しい箇所が多々ある。雌かに執僚者

を識にするのか、あるいは一人で軒くのか複数で

暫くのか、各学部各部局それぞれに分担執筆をお

刷いしたときのバランスをどう凶るのか さらに

いうなれば 「何が正しいのかJといった歴史編纂
には必ず付き構う韓しい問躍ではあるが、そのた

めにも歴史を編纂守るにはまず虫科の籾班が必要

であることは星通いがない.またk学的自己点検
秤僻と 位置付けられる大学史を編纂するという

時勢と記念事業のーっとして「記念史」を編暮す

るといった場合とでは、 自ずとその方向性は説

なってくる。

相向よ学7511i史編纂
創立75周年事霊的一環と Lて、「偏岡大学75年
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のjyみ」を編暮している。平成1812()(焔)年第 l

四の編幕吾n会を皮切りに数民の委I1会が聞か
れ、委員会の組識なりぴに編事業務、柑幕内容~p

協議され 次のごとく決定Lた。

l 目的

創立75周年を記念し、「稲岡大半75乍の歩み」

を刊行する。

本学のこれまでの歩みを顧み、新たなf字国づ

くりを探求する。

「而岡大半l的iC史jに向けた基礎的な資料を

調査収集整理保存する。

2 編纂方針

楠岡大学が教育研究快擦などこれまで

県たしてきた歩みを経る。

剖"SLII'.}から75it土問を対象とするが、 50年史以

降 (昭和同年-)を主とする。

「有ilouj大学75年の品、み」は、 写真 年表輔、

資料編事典とする。

3 実施組織体

(1)福岡大半75年史縄基委員会 (笑行委員

会)平成18今4月立ち上げ

構成目 安日長(苧長が指才1する者)、学

部長、教務部長、学生部長、同昨館長、研究

推進部長、?日附大学摘院長、相川大学筑紫病

院長、事務局長大字史を専門とする教員 (事

貝長カサ旨名する者)若干名、75ij史編纂室長、

企岡部長、広報課長。

(2)稲岡大学75年史編纂室

業務 今土色編基に必要な資料の調査、収集

を行い 執輩、編罫など具体的な華務を遂行

する。

構成員 75年史編詳室長(委員長が学長に

推隠し、学長が任命した者)、75年史端纂主

n、アルバイト若干名。
(3)但当事務制

広報課

これらの編纂に関わる組織のも とで 進められ

ている 「福岡大学75年の揖みJ(全3巷)のうち
第1巻「写真年去編」は、平成2112仰9)年10

月に刊行された。A4版横組み、348賞。「写真編j

はこれまで紹介されてないものを含む491占の:与

真により、百年間的各時代を纏めた。また 「年長

編」は 「艇合年表」と「スポーツ年去」とに分け

られ、昭和初年から平成21年までの事項を年去に

した。特徴は 4'百円年宏事担と関わりのある写

真が「写真編」にある場合にはその写真番号が付

-，一

f凶附入学で刊行され式 記念リよ

してあ り、相互的に利用ができるようになってい

る。

第2荘「資料編」は A 5版 4加支 平成23
年12月刊行予定で現官作業が進められている。iiij

身校 (福間同等商業学校、九州経済専門学校、楠

岡経済専門学校、九州専門学校 楕岡外事専門学

校、柿同商科大半)と福岡大半の設立に関わる投

世認可q1請書(国立公文書館所政)を中し、に融め
る3 また害考資料として、歴代役職者一見、学生

数の推移、阿磐数 岡書施設苗l梢数等の統計資料

を収める。この資料集は先に述べたよう に、一つ

の事項にl開わる複数の資料があった場合、可能な

限り等倒的に扱ぇ得る資料を選ぴ 世間 したロ

第3珪「市同大:記事典(仮柄、)Jは、 A5版、狐

頁 平成2剖4年j嵐3支丈Iリl'仔叩干引IJ行予4定疋。福同大羊に問連する

司事争項を2ヰ』

まだ主嬰なワ 1ドザを拾い』某』長Eめている段I断計で事典全

体がとどJのような体を成す治か、はつきりとは見えない

が、第l巻0の')r写真年表編」 や抑2巷σの)rr資T料
編Jとも 1リ]ンクさせ令3巷カが誓慌i能庖的な手利lリJf用Hができ
るようにしたし、、。

福岡)':/f:k学史資料室

稲岡大学は 「福岡大学回年史」編纂終了i走、平成
元年5月「大学史資料室」を設世Lた。これは今怯

の大手アーカイヴスとしてタ学の資料を収集、整

理、保有をする部屋として設置され、教育技術職員

211が配.i~~ された。 教育技術職員は教育附究に関わ

る実験 実習などの補助、指導のほか 「教育研究

仁の資料、;の収集及び笠冊(規桂信2条 l項3号)J

を行つ職員で、原則として職場の異動がないため、

専任と して本業務に携わることができる。 設置以

降、同年史編纂で使用した資料の整理を行いなが

ら、特に資料のデジタルイ七を進めている。



また「大学史資料五Jではこれまで「福岡大

平史資料品」を前 4mまで発刊している。第 l

集 (A5版、 357賞、 τl'成14(耳目2)'1' 3 )j先行)
は相同市等間帯ザー校時代の町1和9判、ら九州経済

専門学校叫代のl同和初ドまでの牧民会締議事録と

附和101t-:から同14年め教務H誌。W2M!(A 5版、
481J1、平成15(2∞3)年3月先行)は個附尚等
商措学校、九州経済専IIIJ':J'校、制間続消専門宇

校、福岡iI百科大学的教務日能、学校a!日銭 教綬会

記録、新制!大学への帯行記録など。酷31/;(A5

服、 350山、平成げ勾 3}J)は制岡大学名誉教授
小川和到のH記。I!i'i和16年の前向日待荷重宇校か

均同23'ド福岡経済部門ヰ校までの公JJ、にわたるH
{cで、IU制の大学: 専門学校に務める教口町考え

古、外凶骨台数千7に対する#え)J、-1'-伎の統廃合に

II，(面する教員の心理!などは大宇山研究において志

味深い。都4t品(A5版、 19m、平成18'1'尭行)

!j: 1!f1和16年稲岡Ml等商需宇校時代の式保亘諸種幸

U;JI喧l級、 "j謀説演資料、福岡山耐新聞 (特に詰
二次大破に突入していく頃の16、17'1の紘粋記事)

をjJf収。

:r..c:怯に
福岡大学的4史編纂において.この ri、苧山託
料五Jの存在師ifmは大きく、大学が50'ド史編幕後
に設伺Lてくれたことの2232は火きい。とにかく
資料の形態が説なる資料を縦続し常時収興してき

たからこそ rlIJO'I.史」に聖書がる資料が品まって
いる。それでもまだまだ収峰できていない官科が

多いが。

r 75年の~j.:'みJ は r1∞年史J細部のための基
礎資料となるように位世付けりれ細辞されている

ため迎史[立性いてない。資料典拠を別刊にし、 111'

i肱な目!ry ，正確で「客制的」な「歩み」が比える
ものを残Lたい。

{編陶んγ7闘史N~:';O

九州大学大学文書館壷員会名簿

香日長 副学民川本芳I!s 吾 貝 Jt文院教校山崎信治

qE 民 人環院教授新谷恭i問 " 詩 文院教綬判古法海
" 士瞥郎教授折問悦ns " 応力研教授新川和夫
4少 人文院市教授背木 w史 4シ 長ミ 院 '1宣教授山形幸彦

" 経 院准教授北溜 満 φ 悌 セ教授訟Jj;( lf:.能

" 農 院教授内野敏剛 " 似|帯館館長 111本計附
φ 怖 lt.セ教授 IJI畑i雅之 " 博物館館長竹田 op 

" 芸工院i!1，救援 j;k 容子 4歩 Iil務部部長品村富雄

" 車 院 i!l'教綬阿部義人 〆， 問、咋館部長話1崎修一

" 当防 rtlf救綬 '1'別府雄作 (20日年7月IU現在)

九州大学大学文書館名簿

mt f毛 fttUq:l毛川本 J';昭 t7ニカ/，ス~ ，7 制山 t主
回l館 E 人環院教授新谷恭明 φ 市民B 猛志

w任教n 教授祈m 悦郎 ;量 IE'~器唖H 松崎課長 石川町史

!腔任教11 人文院教授怯10 弘次 " 法令審調室長 太田 tlfifi 
e 人文院 iff救授山口蹄住 ぞシ r.;輯龍三係長 k野真裕子
" 世 院教綬楢凹 j，ì~皆 事イ量破H '1'村俊郎

" 法 院教授熊野直樹
。 円野 iEi且

'砂 比士院教授 '1'野 f、敗3ι が務補佐n 松尾陳代

" シw院教綬荒木幹二郎 " 筑結啓子

早'111教目 百年史航救綬藤悶他太郎 " 小軒保利

" 百 '1史助教井上先香子 (2011年7月IU現在)
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畳贈図書一貫(副)叩年 7月~京III年6月)

九州大':j文学部地理学研究豆町3平

九州大学文学部地理学研究室

看護のあゆみ

九州大学病院右説部

煉燦第19号

「燦院J発行事務局
者串82号~帯865

九州大宇造札会吾妻只会

初10.9

2010.10 

2010.11 

2開7.2-2011.2 

「知の加rヂ」土Ji.始め 丑存L，IJIlJ.:し、発信す
る日本町技fl

松ノX典子、施光恒、 吉岡斉編著 新宿将房

2011.4 

大# 教義部の解体的終需 新制九州大学のなか

の教荘部の足跡

加月泰博和 1997.3 

北海道大学大学文書館年報 市6\~ 

北海道つ〈学大学文書館 2C日3
創立百周年記定事業 小樽商科T.学の1ft';とへタイ

ムス 1)':;プ

小樽商科大字附属lヌl骨館
東北大五史制館紀要 措6号

20113 

点北大学学術資源研究公開セ/タ 史料館

引llL3 

東京大学史紀~ 第29号

東京大学史史料室 20113 

名古屋大学大学文官資料室紀要 前19号

r，干o医大半大半文書資料室 20113 

京都大学大学文書館研究紀要 第9号

以都大学大;学文書館 2011.2 

『戦後学生運動関係資料I皿 解説 日銀
京都大学大学文古館 20113 

lf報人間科学別冊 VoL32

大阪大学大学院人間科学研究科社会学 人間半

入車!とヂ研究室 凱llU

大阪大学文書館設世準怖室だより 第8号

大阪大学文型館設置準備室 2011. 2 

大学論却を 第42110

広品大年高等教育問究開発センタ 20113

大阪市立大学史紀要 第3せ

大阪市立大学大学史資料室 2010.10 

恒聡記念軍経;1:;1 
大阪市立大~?恒藤記念宣 耳)113 

東北 子'1完資料室 VoL 9 

東北学院資料主連営委n会 2010. 4 

7 

稲沢諭吉辞典嵯雌詩型150年史資料集日Ij巷2

福沢諭古事典編組委n会 2010.12 

I~出義塾大学附属研究所斯迫文時開設50年記念

凶説5占詰学 711典籍を宇ぷ

理感義強大学附属研究所斯i直文庫 2010.12 

近代日本研究 第二十七巻

農民主義塾柄沢研究セ /夕

同学院大半院友会百二ドド史

2011 2 

同製院大卒院友会 加10.11

阿弔院大串院友会 発足120同年記念DVD

凶皐院大串院友会 2010. 5 

国製院大型校史学術資産研究第三号

国g~院太平研究開発推進機構校史 学術資産研

究セ/タ 20113 

困ヰt院大4t研究開発推進機構紀要 第三号
園事院大串研究開発推進機構 却11.3

駒揮大学梢文化w史博物館年次報骨件(平成21年
度)

駒浮大学禅士化歴史博物館 2010.5 

駒大史フソクレソ ト10r図書館誌」にみる駒大図
昔館史 [その 6]

駒洋大学祥文化歴史博物館大学史資料室

2010.10 

成桜学園史料館年報 二00九年度 iill号8号
成政学闘史料館 2010.3 

専修大学史紀要持3号

専修大学大学史資料課

和l怖教育第4号

創価大学自11仙教育研究所

拓硝大学百年史 大正編

拓殖大学百年史編革委II会

拓殖大芋宵年史 I!(押o前編

20113 

20113 

2010.7 

拓殖大学百年~編纂委員会 20113 

台湾車洋協会研究東洋文化協古五十年世柄

f行刑大半:古IJ立百年史編纂室 2011. 3 

玉川大学教育博物E市広報 第8号 2曲9年度
玉川文学教育博物館

玉川大学教官博物館紀要 市8号

+111穴♀教育問物館

2010.8 

2011 3 

タイムトラベル中って125 中火って学剖ミ1:125周年記

念出版

中央大学入学セシタ 事務部大学史編纂課

中山った宇史資料集 第二 十三品

中央太学史料委1-1会専門委口会

旦JlL1 

2011.3 



中央大学史紀些 第イ大号

中央大学史料委員会専門委員会

日本大学のあゆみ 前一巻~郁二巻

H本大学広報部大半:史編纂謀

2011.3 

2011.2、 20113 

nu m
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立教大学立教学院史資料センタ-

&誕150年記念横井時敬の迫産
東京農業大学問書館大学史料室

武蔵学凶史年報 第ト六号

武蔵学園記念室

2011.3 

20113 

耳l11.3 

Archive&Archives 01 1illIL六O年史編集会議

オ ラルヒストリ ー

武蔵野美術大J一大学史史料室 2010.10 

神奈川大学型資料集 神奈川大学会議録(イ二)

第二十七集

大学史料編事室 却11.3

金沢大字資料館紀要第6号

金沢大学資料館 2011.3 

愛知大字東車1'1文型院大#記念セノター オープ

ン リサーチ センタ一年報 4号-5号

愛知大半:束!Jfi.阿文書院大学記念七ンタ

加10.6、2011.3

アルケイア 記銭情報歴史 第五号

i-fJ山大学史料室 2011.3 

神日記皐館大ι」昭和十五年~昭和二十一年 第
六lul皇皐館館史編纂室町制展解説資料

皇Wfiuf自史編纂室 2010.10 

叶究岬1tl No.57 
大谷大 ~;:n宗総合研究所 2010.10 

K谷大学技示総合研究所研完紀要 2c閉(平成21)

年度研究報告 第28庁

大谷大学真宗総合研究所 且111:1 

刻j足技間部17号

大谷大字企画課

立命館内年史紀要 第 1九号

立命M百年史編纂室
龍谷よ学史報 VoLll 

能行大半:大半:史官料室

追手門的手み世紀をこえて

追手門学院

20ll.3 

2011.3 

20113 

2011. 4 

手:院史料 Vo1.24 

神戸女学院史料室 2010.10 

悶西大学年史紀要 第二十号

関西大学年史漏纂委員会 2011. 3 

桃山学院年史紀要 桔初号

桃山学院史料室 主Jll3

西市学院史紀要 Vol.6 

西南学院百年史編~委u会 2011. 5 

'1成20.21年度九州産業大学美術鮪年度報告官

No.4 

九州産量帯k学主lfi館 2010. 3 

本大学法: 同等教育史!史J係凶舎を I!J.Lに受贈凶器の
郊を糾殺したa

大学文書館日誌抄録 (2010年7JI -2011年6月)

7 1 (木) 福岡県立図啓館より九州大学創立前

史問係資料の件につき照会、回答。

7.5 (月) 医学部卒業生より市同医学校の件に

っき照会 回答。

7. 6 (火) 建築史塾Arch問よ句針料調査のため

来館。

7.8 (木) 第4同!L州大学百年史編集小委ょlii
開催。

7.12 (月) 矢田依士北九州市立大学長 (元九州

大学副学長)より資料笥 贈 (m!6 
日も1"1棟)。

7.14 (水) 西rl本新聞j印刷より 『九州太手百年

史写真集jの刊 につき来館(以十、

l吉l刊についての来館は省略)。
7.15 (木) 長崎市企画財政部世保遺産折b主主H、

資料調査のため来館。

『ありがとう西浦分校(DVD)Jを

制作、稲岡市立北崎小学校に寄贈。

7.23 (金) 淑倍大学より大半文叫館悦察のため

来館。

8.6 (金) 西日本新聞社記者、取材のため来館

(山川健次郎初代総長の件。加目、

lOH 12 H、l月7H、271'1、2月18

日、25日、3月4[1，181.1，22日

4 月 1 日 1 8~ も ~Jj~) 。

8.9 (月) 統合新首jli，学府ライブラリ ーサイエ

8 



ンス設置検討ワーキンググループ開

催(折田悦郎教授出席。9月2ll日、11

月8日、 12月6口、 2月14日も同様)。

お茶の水女子文学大学院学封、 ft料

制査のため来館 (-12円)。

8.11 I水) 飯塚rh教育委口会より官料調査のた

め来館。

8 19 (木) 字詰部♀生生活訓より資料丑制。

8.24 (火) 大字院工学研究院教綬、資料調査の

ため来館(9月7日 11月268，12 

月21日も同樟)。

8.27 I金) 学務部学務企画課より資料受調。

福岡教育大学名誉教授、 rt料調査の

ため来館。

8.30 (月) "1 成辺年屋公文時館等戦H研時金(匝l

立公文書館主催)、折田教長毛、加 (於

国立公文書館。~日月 3~)。

831 (火) 附属岡書館より資料受領。

9.3 (金) 大学院比較社会文化研究院准教授、

資料調査のため来館。

川本光治氏 (元九大生協)来館、資

料提供 117日も同様)。
9.8 (水) 附属図書館より資料調査のため米館。

9.14 (火) 折田教綬小野寺龍x名誉教授宅訪
問、資料受贈。

9.15 (水) 大学院比較社会文化研究院教授、資

料調査のため来日i(-16日、12月16

H、1月24日も同様)。

田川市教育委員会より資料剖査のた

め来館。

9.16 (木) 白田豊二福岡大半名誉教授来館、白

料提世。

9.21 (火) 折田教J量、清沢眼科医院訪IIU、資料

受問。

9.22 (水) アジア総合政情センタ より資料受

~n。

9.24 (金) 原寛氏(医学部卒業生)来館、資料
提1Jl。

9.30 (木) r九州大学大半文:lF館ニュースj第
35号刊行。

総務部社会連携課より資料調査のた

め来館 (10月7口、 8口、12口、 13

H、151，も阿椋)。

10.6 (水) ふくおか経済記者 取材のため来鮪

(九州帝国大学創立の件)。

町、剛丈学医手:昔II図書館よ り福岡医科

大学初代学長大森治豊の刊につき町

9 

会阿答。

10.9 (土) 折田教授、「九州大学の歴史と芸術

箱崎キャンパスで学ぶ 九州大学百

周年記念事業特別講座 」講義(朝

Hカルチセ センタ 相同教亘/九

州大学文学部鎚幣講座。於箱崎キャ

ンパス21世紀交流プラザ 1023tlも

|百l梯)。
10.13 (水) 医学部広報室より資料調査のため来

館。

11)l4 (木'1'山宏明名誉教授来館、町学寄贈 (29

円も同様)。

10.18 (月) 工学部学生、太学院人間環境年寸府宇

生、 資本ト調査のため来館OlfJ24 ~、

l月14Rも炉l棒)。
10.19 (火) 九州大学広報室より資料受領。

10.20 (水) 大学院比較社会文化学府学生 資料

調査のため来館 (1月19日もいl枚)。
10.22 (金) 医学部同窓会より資料寄贈。

山お (月) 崎王町立 rJllの博物館」 より資料調
査のため来館。

10.26 (火) 松見陳代館H、小野大氏(法文学部

卒業生) 毛訪問、資料~断。

10.27 (ノ'1<) 1:.学院芸術工学府学生、資料調査の

ため来館。

Hl29 (金) 貝塚地区事務苦総務課より資料受領。

11. 1 (月) 折田教授、 竹下健次郎名誉教綬宅訪

Illj、資料受開。

川口晃氏来館、資料提問。

11. 8 (月) 折田事t段、「九州大学の創立年月につ
いてJ説明(，へん州大学エグゼクテイ
プ ミテイ /グ)。

lLlO (水) 九州環境管理協会より来館、資料寄

贈 112f120口も同様)。
lLl2 (金) 貝塚地区事務部教務謀より資料受領。

1118 (木) 型宇部ヰ事務部より資科副査のため

来館。

11.24 (水) 山崎信行名誉教授来館、針料待問。

東京大学史史料室貝 資料調査のた

め来館。

11.26 (金) 国際部留学生課より戦前期留学生の

件につき開会、四拝。

1130 (火) 措5恒l九州大学肖年史編集小委員会

昨日出。

相原女津夫名誉教授米j館、資料守附。

12. 1 (水) 高橋義人氏 (九大学生班 (出島官)

同窓会)より資料寄贈。



12.6 (月) 河出博侃阿大半名誉教授来館、資料

寄贈。

12.8 (水) 竿持部学生生活諜より資本受領。

1227 (月) 第13同九州大学大学-xJ.!.:館長H会 (釦
而回議)。

1.27 (木) 朝日新聞社記高取材のため来館(J，

州大半:肖年の歴史の件。2月3円も

I百i柿)。

長崎国際大学教綬、大;字文書館視察

のため来館。

2.10 (木 FBS柄1')放送局H、収材のため来
館 (1円六才市:キ ヤノパスの件)。

2.17 (木) 西日本新聞社記者、取材のため来館

(九州大学円年の挺史的件。3月8

円も同様)。

2.21 (円) 抗14四九州大学大学文書館委貝会(書

面回議)。

2.23 (水) 内閣府 国立公文書館よりよ学文書

館視察のため来館 ()II本片昭館長、

折田教綬総務部総務課長与応対)。

東京芸術大学美術予部教育資料緬事

室より資料調査のため来館。

2.28 (fl) 株式会主lゼ〆リンプリンテヅクスよ
り取材のため来館 (アイ〆シュタイ

ン来学的判)。

3. 1 (火) 世学部卒業生、資料調査のため来r.古

(5月23， 6月1Bもl司株)。

3 4 (金) 北九州共立大学准教授、資料剖査の
ため来館 (8日 16日も同紙)。

姫路市立主術館より資料調査のため

司凶官。

3.8 (火) 阿円本新聞記者取材のため来館(九

州大字自年の歴史の件)。

3.14 (月 k学文書館第 l 郁2{片山引っ越L
(-18 U)。

3.16 (水) 単稲1I1大字国際情報通信研究セン

タ より大森治畳間係資料。〉刊につ

き照会、 回再。

3.17 (木) 大字院人間環境ーけり「究院教育 子部門j

国際教育環境，:/研究室より資料寄問。

3.23 (水) 品川仰夫氏(元本学技官)来館、計

料守f ~.'判。

3.29 (火) 東京学芸大学教綬大学丈f心館悦察

のため来館。

3.31 (木) r九州大学六本松地区桜盟j完成
大半文科館へ搬入。

陳長氏、助教退職。

4 . 1 (金) 大学士官館 「公文昨5;の管理に1羽す

る世、 l lU が定める 「回立公:X:V~館等」

相当路設と Lて 内問総理大同の指

定を受ける。

井上長香子氏、助教就)10

統合新館崎学府ライブラリーサイエ

/スW攻発足 (8 F! 1，!J-J究会dAc折凶

主主綬出席。以下、阿専攻WI係につい
ては杭暗)。

4 13 (ホ) 折田教t'i2 新採刷職員fiJf修 rlし大町
歴史に触れる」を講義(於|円工宇都

本館会議五)、k学文書館案内。

目Jll年度前期 「大学とはなにか と

もに考える 」開講。

426 (火) 第15同九州大学大宇文書館委u会開
似。

11:-1立公文書館より 「ド|立公文也航

等j指定の件につき間会、回答。

5.9 (月) r写真で見る九太百年」パネル 内
覧会開IW(於!日工学部本館一附会議
室)。

5 11 (水 r九州大学百年む写真集』、『九州帝
国大学初代総長山川健次郎j刊行。

5.19 (木) 事法l庫相岡大半教t主主的資事ヰトJT贈。
5.24 (火) 大字院統合新領民γ府ライブラリ

サイエ/ス専攻主催の記念講油「コ〈

統領図~館の庇吏と役制」 を附属阿

古館とともに共催(於相同アメリカ

ンセ/ター)。

k学院工学研究院教1昔、 資料調託の
ため来館。

6.:1 (企) 西南学院大宇准教授、資料調査のた

めうた館。

6.9 (本 u本大学助教、資料調査のため来館C
6.15 (水7 法学研究院教般、資料剖査のため来

館。

福岡教育大字名脊数十畳、資料調査の

ため来館。

6.17 (金) 中山宏IljJ品誉教授来館、 資料寄問。

620 (月) 大学院比較社会主化研究院教授、行

料調査のため来館。

6.21 (火) 文学部歴史編県室会議開1m(折問教
校11'，席)。

6.24 (金) 東京太学術教授、資料調査のため来

館。

6.29 (水) 紺キヤ/パス計l陶l推進宰より資料剖

査のため来館。
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九州大学百年史編集小委員会名薄

委貝長 人環院教授新益法iりJ プ多ぞ 且

~ H :土 院教授植岡信康
イシ 士 #館教 授 折旧悦郎 砂

dν 比 士院教授 '1'野 f一、~'J

九州大学百年史編集室名薄

車 五 人環院教 Jを新主主恭l則
専任教員 准教托藤剛健太郎

助教井 l美香チ

テクニカルス夕刊 横山 車

テクニカルスタソフ

事務締昔買

人士院准教綬山r-r輝阿

ン I骨院教綬荒木平年二郎
法 院教 J霊能野直樹

(2011イ同月30日現在)

市町筑t、
出川真泣

小野保和

(2011年9月30凶現在)

百年史編集室日誌抄録 (2010年10月-2011年9月)

10. 4 (月)

1IJ.25 (月)

11.10 (水)

11 15 (月)

11.30 (火)

12.3 (金)

12.9 (木)

12.28 (火)

1.11 (火)

1.19 (水)

2.:1 (木)

2.'10 (木)

医学部等教授会議事録撮影(-22日)。

薬学部等教授会議事録保影 (-IIH

8日)。

歯学部等教授会議事録縦影 (-12月

7 8)。
工#剖;等教授会議事録撮影 (-12月

28日)。

前5四百年史編集小委員会(通史柑

H次案、 IU教荘部編の級い与を審

議)。

ンステム情報科学研究院等教授会誠

事録撮影 (-17日)。

当体防御医学研究所教授会議事錦縦

彰 (-24日)。

統合新領域学府教授会議事録侃号 。

総合理工学研究院等教授会議事録掲

影(-2月18円)。

応用力宇研究所教授会;品事録損影(一一

2月21日)。

健主k科学セノタ 教授会談事録損影

(-2311)。
先導物質化学研究所得教授会議半録

掠影 (一-228)。

3. 1 (火) 第6ド'1内年史編集小委員会(諮問l阿

議) (通史編目次案を審議)。

3.31 (ノド) 隙長氏(助教)Jl1職。

4， 1 (金) .)1上主芥子氏(助教) 尾川氏茂氏

ナト特補佐l'il治任。

II 

4.18 (月)

5.11 (水)

5.23 (月)

6. 1 (水)

7.19 (大)

8.3 (木)

8.26 (余)

8.29 (月)

9.6 (火)

9.8 (非同

9.13 (火)

9.20 (火)

9.27 (大)

9却(金)

主術工学部等教授会議事諒撮影(-

7JJ 5日)。

「九州大学百年史写真集j刊行。

芸術工学部資料調査c

小野保和氏 (事務補佐且)着任。

民宇部と17教授会議事録保影 (-8月

19日)。

桔7[ g J 向 .~て史編集小委員会(部M史

編編集マニュアルの改訂、資料編編

集方針、通史編Hβ;井:等を市議)。

第7四百年型編集委員会(部局虫緬

柑集マニュアルの改訂、資料編編柴

方針通史編目次業部を審議)。

情報jt拙研究開発センタ 等教授会

設事録蹴影。

法文学部教授会議事録掲影 (-7L1)。

法学部等教授会議事録搬彰 (-12L1)。

経済学部等教授会議され録槻影 (-14

日)。

教育学部等教綬会議事録偲影 (-26

日)。

文学部等教授会議事録樹影(-却円)0 

trbJlIJ'UW.L¥: (事務補佐Ji)退職。



s [Jι州大学百年史写tJAtJの刊行について
九州大半では、九州大子肖周年記念事業の一環と L て、 fブし州大~;f:I:!年史j の細事を行ってい ま すが、

このたび その1冊Uとして I九州大学百作史Tj:nM~J を刊行 L ま L た。 この与真集では 創立前山か

らの13C年以仁にわたる本半の歴史と現況を、建物 人物 行事学内風景棚連資料等の写立 図版で

招介しています 。その数はUIXI内以 tにのぼり 聡史的に世重な写真も多数合まれています o

写真集の編集には大学文書館の折111悦郎教t';2 藤同世太郎市l'教筏が当たり 、百年史編集委以会の先当

方、佐木勝彦氏(カメラマ/1をはじめとする学内外的数多くの方々にご協力いただきました。

なお、 IITJ写JVJ!は 般の皆様も購入できるよっ 九州大年当協で収j」するとともに、ファァクス及び
インタ 不 y ト(九大'1協)による通信販売も打っています。

ご購入のお問い合わせ

九州文学性活協同組合 httpゾ/www.coop.kyushu-u.ac.jp/

「九州太学百年1):'.写真集』構成

(A 4版2S0頁)

自IJiLriij史
九州帝国大学の創立と発展

戦前戦中期の九州 ~i\' 国大学

新制九州大学の発足

大学紛争と改革の棋索

九州太字の再編

現存の九州大学

革 主主

第二章

第三371

第山平

第五章

第六章

第ヒ草
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E九州大学六本松地区桜型について
大学文t号館では 平成21年 12ゆ9)までに六本松キヤノ

パスとして使用されていたIrI六本松地区の棋刑を製作しま

Lた。大本松地区は、当初大J七10年 (1921)に削立された

官立病阿南辛子校(lH制福高)の地でLたが、戦徒、新制

九州大学の前一分校 (昭和24年)、次いで分校 教1安部と
なり 、前後は比較社会文化研究院、胃語文化研究院、 r'';J等

教育|叫発推進センタ 等の人るJJrとなりま Lた。

lilJt~却は、斗一成22年度現在の様子を 六本松の街との附

係も解るように製作Lています。六本松生が特ら Lた日両

市も復元しま Lた。 この続出が 九大人にとって怯かL

〈、 また世重な史料となるだけでな く、新しい六本松の1苛
造'Jにも役に斗Lてれば幸甚です。

(1j: 2川刊)2011年12月15日発行日

lf~ lli 
発行

第36り九州大学大学文科館ニュ ス

九州大学よ学文書館

干812-8581福岡市東区柏崎6-111-1

Tel:092-642-2292 Fax伯2-642-7646

株式会社ミドリ印刷刷
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